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歴史に憩う橿原市博物館

はじめに

　「橿原神宮前駅の改札口を出れば、そこには畝
うね

傍
び

山
やま

が。」イコハクでは「駅前考古学」第２弾として、近鉄橿原神
宮前駅（橿原市久

く め
米町所在）から徒歩圏内（以下、「橿

かし
近
ちか

」。橿原市畝傍町・城
き

殿
どの

町・栄
えい

和
わ

町・石
いし

川
かわ

町・久米町・大
おお

軽
がる

町・五
ご

条
じょう

野
の

町）にある遺
い

跡
せき

を紹介します。
　橿近は、約3,000年前から栄えた地で、様々な時代の有名な遺跡があります。橿近に住んでいた人々は、縄

じょう
文
もん

時
代から日本各地とさかんに交流し、弥

や よ い
生時代には伝わった稲

いな
作
さく

を導入しています。韓
かん

半
はん

島
とう

からもたらされた先進文
化を取り入れた古

こ
墳
ふん

時代を経て、飛
あ す か

鳥時代には「都会」へと変貌を遂げます。
　畝傍山は、飛鳥時代の終末に藤

ふじ
原
わら

宮
きゅう

を守護する一角となります。畝傍山周辺は、飛鳥～奈良時代に編
へん

纂
さん

された
『日

に
本
ほん

書
しょ

紀
き

』や『万
まん

葉
よう

集
しゅう

』には、神
じん

武
む

天皇の建国の伝承がある地として登場します。このように、橿近は歴史上の
重要な場所として認識されていたことがうかがえます。
　今回の展覧会では、名勝「大和三山」の一角である畝傍山が見守る橿近の歴史をご覧ください。



１．はじまりは畝傍山【縄文～弥生時代】

◆畝傍山と橿原遺跡
　橿近で人々が暮らし始めたのは、縄文時代の終わり頃（約3,000年前）
のことです。
　畝傍山の東

とう
南
なん

麓
ろく

で集落が営まれた橿原遺跡では、住居や墓、土器や石器
などの暮らしの痕

こん
跡
せき

が見つかりました。土器には、東北地方を筆頭に、九
州に至る日本各地の特徴を持つ土器が数多くあり、遠方との交流を知るこ
とができます。エイやスズキなど様々な海水魚やクジラの骨まで出土し、
橿原遺跡の人々の生活が海とつながっていたことまで分かります。橿原遺
跡からは暮らしの道具だけでなく、祭

さい
祀
し

に使われた土製品や石製品も多く
出土します。中でも、土

ど
偶
ぐう

は西日本の縄文集落で最多の出土量です。
　橿原遺跡には多くの人が集い、畝傍山は橿近のにぎわいとともにあった
のです。

◆稲作文化が来た
　約2,600年前、稲作とともに新しい技術や文化が橿原の地にも到来しま
した。橿近の東側、現在は宅地や水田が広がる城殿町と栄和町の境目で行
われた発

はっ
掘
くつ

調
ちょう

査
さ

では、川から水を引くための水路と、水田が見つかりまし
た。水路は、地形に沿って東南から西北に掘られています。水路から近い
水田は、水が広がりやすいため広く造られました。逆に、水が広がりにく
い遠い水田ほど狭

せま
く造られました。調査地の周辺では、弥生時代終わり頃

（１～２世紀）の水田が見つかっており、この水田も同じ時代のものと考
えられています。
　水田に関わる施

し
設
せつ

は他にもあります。水田から約300ｍ西南では、川の
跡にしがらみが造られていました。しがらみは、水の流れをコントロール
する目的で造られます。川の水を溝に導き、周辺の水田をうるおしていた
と考えられます。橿近の東側は少なくとも、弥生時代後期には田園風景が
広がっていたことが想定できます。

〈コラム〉「畝傍山と石
いし

庖
ぼう

丁
ちょう

」

　畝傍山には、人々の暮らしを支える資源もありました。弥生時代に穂
ほ

積
づみ

具
ぐ

として使われた石庖丁の素材として、畝傍山と耳
みみ

成
なし

山
やま

で採れる流
りゅう

紋
もん

岩
がん

が使われました。畝傍山周辺に点在する弥生時代初め頃（約2,600～

2,300年前）に営まれた環
かん

濠
ごう

集落の跡からは、流紋岩の原石や作りかけ

の石庖丁が出土しています。橿原では、畝傍山で採れる石材が、今日ま

で続く稲作の歴史のスタートをかざるものとなりました。そして、石庖

丁の存在は、弥生時代初めから水田稲作が広く行われていたことを証明

しています。

橿原遺跡で使われた土偶たち
〔奈良県立橿原考古学研究所附属博物館蔵〕

一辺8～10ｍの弥生時代の水田
〔藤原京跡下層〕

流紋岩製石庖丁〔14C-0719遺跡〕



◆弥生の集落
　水田があったエリアの南側、栄和町周辺では弥生時代半ば～終わ
り頃（紀元前1世紀～1世紀）の方

ほう
形
けい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

が見つかりました。方
形周溝墓とは、土を盛って造った墓の周りを、四角形に掘った溝で
囲ったものです。土が盛られた部分は破

は
壊
かい

されてなくなっています
が、溝にはお供えに使った土器が残されていました。
　なお、橿近では、当時の家や建物といった居住に直接関わるもの
は見つかっていませんが、ごみ捨て穴が見つかっています。そのた
め、墓の近くに居住エリアがあったことが想定できます。
　弥生時代には地形の高低差を利用して、①居住、②墓、③生産（水田）とエリアを分け集落を営むことが一

いっ

般
ぱん

的
てき

だったと考えられています。橿近では、弥生時代の土地利用の一
いっ

端
たん

と、時代による移り変わりの様子を知
ることができるのです。

２．人と物と情報【古墳時代】

◆各地から集まった土器
　弥生時代にも集落があったと考えられる栄和町周辺では、古墳時
代に入ってからも継

けい
続
ぞく

して集落が営まれた様子がうかがえます。水
田が見つかった場所の南側では、古墳時代初め（₄世紀）に利用さ
れた溝

みぞ
が見つかりました。溝は蛇

だ
行
こう

しており、集落を区画するのに
利用されたと考えられます。この溝からは多量の土器が出土してい
ます。出土した土器の中には北陸や東海といった他地域の特

とく
徴
ちょう

を持
つものや、韓半島の影

えい
響
きょう

を受けた可能性のある土器もありました。
橿近には、遠

えん
隔
かく

地
ち

との交流で人と物とが集まっていたことがわかり
ます。

◆鉄器生産の痕跡
　人や物が集まる橿近は、最新の情報も集まる場所でした。橿原
神宮前駅のすぐ東南にある丈

じょう

六
ろく

南
みなみ

遺跡では、古墳時代半ば（₅世
紀）の、鉄器生産の痕跡が見つかりました。鞴

ふいご

羽
は

口
ぐち

や鉄
てっ

滓
さい

などの
鉄器生産に関わる遺物だけでなく、炉

ろ

の跡も見つかっています。
鉄器生産の技術は、渡

と

来
らい

人
じん

が伝えた先進技術の一つです。丈六南
遺跡で見つかった鉄器生産の痕跡は、渡来人がもたらした先進技
術をいち早く取り入れた現場を目にすることができる、数少ない
事例といえます。他にも、丈六南遺跡では、同じ時代の土器や玉
類が出土しています。そのため、調査地のすぐ近くに集落があっ
たと考えられ、先進技術を取り入れた人々が残したものの可能性
があります。
　古墳時代の奈

な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

各地では、他地域からもたらされたものが出土し、交流が活発だったことを示します。
橿近も、交流のネットワークの中に入り、最新の情報を遅

おく

れることなく手にしていたのです。

方形周溝墓を発見（黒い溝が周溝）
〔14C-0719遺跡〕

蛇行する溝から多くの土器が出土
〔14C-0719遺跡〕

炉の跡〔丈六南遺跡〕



３．飛鳥に至る道と寺院【飛鳥時代】

◆「軽
かる

」という場所
　橿近には、二つの古

こ
代
だい

官
かん

道
どう

が通っていました。それが、奈良盆
地内を南北に縦断する下

しも
ツ
つ

道
みち

と、桜
さくら

井
い

市の阿
あ

倍
べ

から通じる阿
あ

倍
べ

山
やま

田
だ

道
みち

です。二つの道は、国道169号線、県道15号線と県道124号
線に姿を変えて、現在も使われ続けています。この二つの道の交
差点（現在の「丈六」交差点付近）は「軽

かるのちまた
街」と呼ばれていました。

　「軽」という地名は古くからあったことが知られています。『日
本書紀』にも、応

おう
神
じん

天皇紀に「軽道」「軽池」、雄
ゆう

略
りゃく

天皇紀に「軽村」
が登場することから、古墳時代半ば（₅世紀頃）には「軽」と呼
ばれていた可能性があります。懿

い
徳
とく

天皇や孝
こう

元
げん

天皇の宮が置かれたという伝承もあり、『日本書紀』が編纂さ
れた時代にはすでに歴史ある地であったのです。飛鳥時代には、「軽」の地に市があったことが推

すい
古
こ

天皇紀の
記録からもわかり、軽街周辺も人々でにぎわった様子がうかがえます。

◆寺院の通り
　軽街の東南には軽

かる

寺
でら

跡
あと

があります。発掘調査では、寺院の北の端
はし

に設けら
れた塀

へい

の跡が見つかりました。塀のすぐ南側では、飛鳥時代の多量の瓦が出
土しています。また、藤

ふじわらの

原道
みちなが

長が書いた『御
み

堂
どう

関
かん

白
ぱく

記
き

』に「軽寺」の名前が
登場し、長く営まれたことを伝えます。軽寺を建てた人物は誰か不明ですが、
高
たかむこの

向玄
げ ん り

理や軽
かるべの

部臣
おみ

など多くの氏族の名前があがります。
　寺院が多く建つ阿倍山田道周辺は、国の中心である飛鳥に接します。そし
て、蘇我馬子の代には、そのほとんどが蘇我氏の領域でした。蘇我氏は、自
分たちの領域を仏教推進の中心地とし、飛鳥へ至る要

よう

衝
しょう

をおさえていたとい
えます。

　阿倍寺から軽街に至る阿倍山田道沿いには、多くの仏教寺院が築かれました。軽街の東にある石
いし

川
かわ

廃
はい

寺
じ

もそ
の一つです。石川廃寺の推定地内で行われた発掘調査では、飛鳥時代（₇世紀）の整地の痕跡、石

いし
組
ぐみ

暗
あん

渠
きょ

、飛
鳥時代後半（₇世紀後半）の瓦

かわら
、鋳

い
型
がた

や銅
どう

滓
さい

、木製品なども出土しています。こうしたことから、調査地の近
くに寺院があった可能性があります。石川廃寺は、蘇

そ
我
がの

馬
うま

子
こ

が建てた石
いし

川
かわ

精
しょう

舎
じゃ

の後継の寺院という説があります。

下ツ道の東側溝〔参考〕

石組暗渠（中央）〔石川廃寺〕 鋳造に関わる遺物たち〔石川廃寺〕

蓮の花開く軒丸瓦〔軽寺跡〕





◆最古級の火
か

葬
そう

墓
ぼ

　丸山古墳や植山古墳、五条野宮ヶ原₁・₂号墳があること
から、五条野町周辺は蘇我氏に関わる人々の葬送地であった
可能性があります。このエリアで見つかったのは、古墳だけ
ではありません。植山古墳の東にある五

ご
条
じょう

野
の

内
うち

垣
がい

内
と

遺跡で
は、飛鳥時代末（７世紀末）に遡

さかのぼ
る可能性がある火葬墓が見

つかっています。一辺約₁ｍの方形で、深さ10㎝の炭の中
からは、火葬骨片と鉄板が出土しました。鉄板は、死者の経
歴が書かれた「墓

ぼ
誌
し

」とも、死者が墓を造る場所の土地神と
交わした土

と
地
ち

売
ばい

買
ばい

契
けい

約
やく

書
しょ

「買
ばい

地
ち

券
けん

」とも考えられます。
　火葬墓に眠

ねむ
るのは誰か、鉄板は何だったのか、もはや死者

のみが知ることですが、新しい葬送の形をいち早く取り入れ、文化的にも時代を先取りしていたことは確かです。

おわりに

　橿原の歴史の始まりを語るうえで、畝傍山の存在を欠かすことはできません。人々が抱いていた畝傍山に対
する親しみの感情は、古代の文

ぶん
献
けん

にも表れています。『日本書紀』允
いん

恭
ぎょう

天皇紀には、新
し ら ぎ

羅の使いが畝傍山と耳
成山をたたえたエピソードが載

の
っています。また、平安時代に編纂された『延

えん
喜
ぎ

式
しき

』神
じん

名
みょう

帳
ちょう

には「畝
うね

火
び

山
やまぐち

口神
じん

社
じゃ

」の名前が見られます。こうしたことからも、畝傍山が古くから人々の心のよりどころであったことが分か
ります。展覧会でスポットを当てた橿近という場所は、畝傍山をめぐる信

しんこう
仰の地として、人々が集まる地となっ

ていったことが考えられます。
　多くの人が集まる橿近は、様々な地域とつながる道が整備され、新しい技術や文化、情報も伝わる地域の拠
点となります。蘇我氏がおさえていた領域に橿近が含まれるのも、蘇我氏が橿近周辺を重要視していたことを
裏
うら

付
づ

けます。蘇我氏の滅
めつ

亡
ぼう

後
ご

は、藤原京の一角となり、京
みやこ

の南の玄
げん

関
かん

口
ぐち

となっていきます。
　日本で最初の都城である藤原京ができた橿原は、日本という国が形づくられていくメインステージでした。
そうした橿原の歴史の中で、橿近は大きな役割を果たした地です。それが神武天皇の「橿

かしはらの
原宮
みや

」の伝承につな
がり、橿近はまさに「橿原」が始まった地と言えるのではないでしょうか。

歴史に憩う橿原市博物館
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墓誌？買地券？鉄板〔五条野内垣内遺跡〕


